
対象校No. 368 学校コード F112310102468

設置年度 令和 6年度

計画の区分： 学部の設置

麗澤大学 経営学部 経営学科

　　担当部局（課）名 学長室

職名・氏名 係長
カカリチョウ

・藍川
アイカワ

仁美
ヒトミ

電話番号　　 04-7173-3650（内線：3650）

（夜間）　　

ｅ－mail　　 gakuchositu@ad.reitaku-u.ac.jp

届出

令和６年５月１日現在 

（改正前大学設置基準適用）

学校法人廣池学園　　

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

注１

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

当該番号を記載してください。

・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

例）　○○大学　△△学部　□□学科

（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

該当番号を記載してください。

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

・大学の設置の場合：「○○大学」

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

４　対象校No.については、「【別紙】令和６年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

注３

注2

注４
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ヒロイケ　モトタカ ）

廣 池 幹 堂

（平成元年2月）

（トクナガ　スミノリ）

徳 永 澄 憲

（平成31年4月）

（コンドウ　アキヒト）

近藤　明人

（令和6年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）令和５年度に報告済の内容　→（５）

令和６年度に報告する内容　→（６）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学校法人廣池学園

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

麗澤大学

　　千葉県柏市光ヶ丘2丁目1番1号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

〒277－8686

（３） 調査対象大学等の位置
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設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　経営学部

経営学科 人

　学士（経営学） 年 人 人

人

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 140人 -人

－ － － － 3942 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　- ) (　- )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [　1　] [　- ]

－ － － － 3818 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　- ) (　- )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [　1　] [　- ]

－ － － － 2700 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　- ) (　- )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [　1　] [　- ]

－ － － － 170 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　- ) (　- )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [　1　] [　- ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

・ 「収容定員充足率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。

・ 「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

・ 「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、「４　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の

備　考

・ なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和５年度令和４年度令和元年度 令和２年度 令和３年度

4 140 560

3年次

4年次

備　　考

入学定員

0

設 置 時 の 計 画

修業年限

学生募集の停
止について

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

0

・ 短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

・ [ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

・ 転入学生は記入しないでください。

－

令和６年度

( )

[ 　－　 ] [ ]

なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

( )

収容定員
充 足 率

収容定員
充 足 率
（控除後）

((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

志願者数

1.21

－

(　－ 　)

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。

・ 調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記入してください。なお、開設年度以前は「－」を記入してください。

－

[ ]

－

[ 　－　 ]

に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

・ 「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。

倍率と一致しますので、留意して計算してください。

算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

・ 報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択してくださ
い。

（春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ （　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、

合格者数

・ 基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

（５） 調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

編入学定員 収容定員

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

別ファイルにて提出してください。

・ 様式は、令和元年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和６年度までの６年間）ですが、

・ 留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程

を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

受験者数

・ 「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１））」の

・ 学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、
「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

0

[ ]

( )

経済学関係

(　－ 　)
Ａ　 入学定員

春季入学以外の
学期区分につい

て

－

(　- )

140

[　- ]

1.21倍 －
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － 170

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　1 ] [　 　]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

－ － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

－ － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) （　　） （　　） （　　） （　　）

－ － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　　 ] [　 　]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　)（　　）（　　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・　[ 　 ]内には、留学生の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

・ 編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

備 考
令和５年度令和４年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

計

４年次

１年次

２年次

３年次

[　　1　 ]

（ ）（ ）（　　－　 ） （　　－　 ） （ ）

令和元年度 令和２年度

－ －

（ ）

令和６年度

[　　－ 　] [　　－ 　] [ ] [ ][ ]

令和３年度

170
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 令和元年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

令和６年度 170 人 0 人

0 人 170 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ 各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

・ 内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

・ 在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

・ 「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

・就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除籍 ・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） -
令和元年度の在学者数（ｂ） -

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） -
令和２年度の在学者数（ｂ） -

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） -
令和３年度の在学者数（ｂ） -

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） -
令和４年度の在学者数（ｂ） -

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） -
令和５年度の在学者数（ｂ） -

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 0
令和６年度の在学者数（ｂ） 170

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

- ％

- ％

- ％

= = - ％

- ％=

- 人

-

合　　計

人

令和４年度 - 人 - 人

人令和５年度 - 人 -

人令和３年度 -

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

区　分

対象年度
うち留学生数

令和元年度

令和２年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

-人

= = 0 ％

令和６年度 170 人 0 人

=

=

=

=

=

=

=
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【令和６年度】

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

基礎ゼミナールＡ 1前 2 3 1 1 基礎ゼミナールＡ 1前 2 3 2 1 1

基礎ゼミナールＢ 1後 2 3 1 1 基礎ゼミナールＢ 1後 2 3 2 1 1

経営学概論Ａ 1前 2 1 経営学概論Ａ 1前 2 1

経営学概論Ｂ 1前 2 1 経営学概論Ｂ 1前 2 1

道徳経営基礎Ａ 1前 2 1 1

道徳経営基礎Ｂ 1後 2 1 1

小計（4科目） － 8 0 0 4 1 0 1 0 小計（6科目） － 12 0 0 5 2 0 1 0 1

ビジネスデザイン論 1後 2 1 ビジネスデザイン論 1後 2 1

基礎数学 1前 2 5 基礎数学 1前 2 1 5

ビジネスデータサイエンス基礎A 1後 2 1 1 ビジネスデータサイエンス基礎A 1後 2 4 0

ビジネスデータサイエンス基礎B 1後 2 1 1 ビジネスデータサイエンス基礎B 1後 2 4 0

簿記原理 1前 4 1 1 簿記原理 1前 4 1 0 1 1

SDGsとビジネス 1後 2 1 2 4 SDGsとビジネス 1後 2 1 1 3

AIビジネス入門 1後 2 1 AIビジネス入門 1後 2 1

ビジネスデザインワークショップＡ 2前 2 2 ビジネスデザインワークショップＡ 2前 2 2

ビジネスデザインワークショップＢ 2後 2 2 ビジネスデザインワークショップＢ 2後 2 2

戦略デザイン 2後 2 1 戦略デザイン 2後 2 1

ビジネスフレームワーク論 2前 2 1 ビジネスフレームワーク論 2前 2 1

マーケティング 2前 2 1 マーケティング 2前 2 1

経営戦略論 2前 2 1 経営戦略論 2前 2 1

経営情報論 2前 2 1 経営情報論 2前 2 1

経営組織論 2前 2 1 経営組織論 2前 2 1

経営管理論 2後 2 1 経営管理論 2後 2 1

会計学 2後 2 1 会計学 2後 2 1

アントレプレナーシップ論 2後 2 1

プログラミング基礎 1・2後 2 1 プログラミング基礎 1・2後 2 1 0 6

－ 8 30 0 4 3 0 2 0 10 － 8 32 0 4 4 0 1 0 15

組織行動論 2後 2 1 組織行動論 2後 2 1

コストマネジメント 2後 2 1 コストマネジメント 2後 2 1

ソーシャル・マネジメント 2前 2 1 ソーシャル・マネジメント 2前 2 1

ファミリービジネス論 2前 2 1 ファミリービジネス論 2前 2 1

経営者・人づくり論 2後 2 1 経営者・人づくり論 2後 2 1

DXデザイン論 2後 2 1 DXデザイン論 2後 2 1

DXプロジェクト 2後 2 1 DXプロジェクト 2後 2 1

統計学基礎 2前 2 5 統計学基礎 2前 2 2

統計学 2前 2 5 統計学 2前 2 1

スポーツ・レジャーサービス論 2後 2 1 スポーツ・レジャーサービス論 2後 2 1

－ 0 20 0 4 1 0 1 0 8 － 0 20 0 4 1 0 0 0 4

ゼミナールⅠ 3前 2 7 5 1 ゼミナールⅠ 3前 2 8 6 0

ゼミナールⅡ 3後 2 7 5 1 ゼミナールⅡ 3後 2 8 6 0

ゼミナールⅢ 4前 2 7 5 1 ゼミナールⅢ 4前 2 8 6 0

ゼミナールⅣ 4後 2 7 5 1 ゼミナールⅣ 4後 2 8 6 0

戦略マネジメント 3・4前 2 1 戦略マネジメント 3・4前 2 1

組織開発論 3・4前 2 1 組織開発論 3・4前 2 1

マーケティングリサーチ 3・4前 2 1 マーケティングリサーチ 3・4前 2 1

デジタルマーケティング 3・4後 2 1 デジタルマーケティング 3・4後 2 1

消費者行動論 3・4前 2 1 消費者行動論 3・4前 2 1

商品開発論 3・4前 2 1 商品開発論 3・4前 2 1

ブランドマーケティング 3・4後 2 1 ブランドマーケティング 3・4後 2 1

人的資源管理論 3・4後 2 1 人的資源管理論 3・4後 2 1

広告論 3・4前 2 1 広告論 3・4前 2 1

ビジネス・イノベーションプロジェクトA 3・4前 2 1 ビジネス・イノベーションプロジェクトA 3・4前 2 1

ビジネス・イノベーションプロジェクトB 3・4後 2 1 ビジネス・イノベーションプロジェクトB 3・4後 2 1

管理会計論 3・4前 2 1 管理会計論 3・4前 2 1

財務会計論 3・4後 2 1 財務会計論 3・4後 2 1

道徳経営論A 3・4前 2 1 1 道徳経営論A 3・4前 2 2 0

－ 0 36 0 7 5 0 2 0 1 － 0 36 0 8 6 0 1 0 0

道徳経営論B 3・4前 2 1 1 道徳経営論B 3・4前 2 2 0

グローバル・ストラテジー 3・4前 2 1 グローバル・ストラテジー 3・4前 2 1

国際経営論 3・4後 2 1 国際経営論 3・4後 2 1

事業承継論 3・4前 2 1 事業承継論 3・4前 2 1

ビジネスエシックス 3・4後 2 1 ビジネスエシックス 3・4後 2 1

ファミリービジネス・イノベーション 3・4後 2 1 ファミリービジネス・イノベーション 3・4後 2 1

ビジネス税務論 3・4後 2 1 ビジネス税務論 3・4後 2 1

ファミリービジネス・マネジメント 3・4後 2 1 ファミリービジネス・マネジメント 3・4後 2 1

地域デザイン 3・4後 2 1 地域デザイン 3・4後 2 1

スポーツ商品・サービス論 3・4前 2 1 スポーツ商品・サービス論 3・4前 2 1

スポーツデータサイエンス 3・4後 2 1 スポーツデータサイエンス 3・4後 2 1

AIビジネス 3・4前 2 1 AIビジネス 3・4前 2 1

DXデザイン応用A 3・4前 2 1 DXデザイン応用A 3・4前 2 1

DXデザイン応用B 3・4前 2 1 DXデザイン応用B 3・4前 2 1

環境経営論 3・4後 2 1 環境経営論 3・4後 2 1

人権とビジネス 3・4後 2 1 人権とビジネス 3・4後 2 1

コーポレート・ガバナンス 3・4前 2 1 コーポレート・ガバナンス 3・4前 2 1

－ 0 34 0 4 2 0 0 0 5 － 0 34 0 5 2 0 0 0 4

基礎ゼミナールＡ 1前 2 3 1 1 基礎ゼミナールＡ 1前 2 3 2 1 1

基礎ゼミナールＢ 1後 2 3 1 1 基礎ゼミナールＢ 1後 2 3 2 1 1

経営学概論Ａ 1前 2 1 経営学概論Ａ 1前 2 1

経営学概論Ｂ 1前 2 1 経営学概論Ｂ 1前 2 1

道徳経営基礎Ａ 1前 2 1 1

道徳経営基礎Ｂ 1後 2 1 1

－ 8 0 0 4 1 0 1 0 － 12 0 0 5 2 0 1 0 1

ビジネスデザイン論 1後 2 1 ビジネスデザイン論 1後 2 1

基礎数学 1前 2 5 基礎数学 1前 2 1 5

ビジネスデータサイエンス基礎A 1後 2 1 1 ビジネスデータサイエンス基礎A 1後 2 4 0

ビジネスデータサイエンス基礎B 1後 2 1 1 ビジネスデータサイエンス基礎B 1後 2 4 0

簿記原理 1前 4 1 1 簿記原理 1前 4 1 1 1

SDGsとビジネス 1後 2 1 2 4 SDGsとビジネス 1後 2 1 1 3

AIビジネス入門 1後 2 1 AIビジネス入門 1後 2 1

AIビジネスワークショップＡ 2前 2 1 AIビジネスワークショップＡ 2前 2 1

AIビジネスワークショップＢ 2後 2 1 AIビジネスワークショップＢ 2後 2 1

マーケティング 2前 2 1 マーケティング 2前 2 1

経営戦略論 2前 2 1 経営戦略論 2前 2 1

A
I
・
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻

基
礎
科
目

小計（6科目）

基
礎
専
門
科
目

Ａ
群
科
目

兼
任
・
兼
担

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
専
攻

専
攻
専
門
科
目

基
礎
科
目

基
礎
専
門
科
目

Ａ
群
科
目

小計（19科目）

Ｂ
群
科
目

小計（10科目）

上
級
専
門
科
目

Ａ
群
科
目

小計（18科目）

Ｂ
群
科
目

小計（17科目）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

専
攻
専
門
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
専
攻

専
攻
専
門
科
目

基
礎
科
目

基
礎
専
門
科
目

Ａ
群
科
目

小計（18科目）

Ｂ
群
科
目

小計（10科目）

上
級
専
門
科
目

Ａ
群
科
目

小計（18科目）

Ｂ
群
科
目

小計（17科目）

A
I
・
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻

専
攻
専
門
科
目

基
礎
科
目

小計（4科目）

基
礎
専
門
科
目

Ａ
群
科
目

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

２　授業科目の概要

＜経営学部　経営学科＞

（１）－① 授業科目表
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

経営情報論 2前 2 1 経営情報論 2前 2 1

経営組織論 2前 2 1 経営組織論 2前 2 1

会計学 2後 2 1 会計学 2後 2 1

DXデザイン論 2後 2 1 DXデザイン論 2後 2 1

DXプロジェクト 2後 2 1 DXプロジェクト 2後 2 1

データサイエンスのための数学 2後 2 1 データサイエンスのための数学 2後 2 1 0

プログラミング基礎 1・2後 2 1 プログラミング基礎 1・2後 2 1 0 6

プログラミング応用 2前 2 1 プログラミング応用 2前 2 1 0

データベース基礎 2前 2 1 データベース基礎 2前 2 1

－ 8 34 0 4 2 0 2 0 10 － 8 34 0 4 4 0 1 0 15

ビジネスフレームワーク論 2前 2 1 ビジネスフレームワーク論 2前 2 1

コストマネジメント 2後 2 1 コストマネジメント 2後 2 1

ソーシャル・マネジメント 2前 2 1 ソーシャル・マネジメント 2前 2 1

ファミリービジネス論 2前 2 1 ファミリービジネス論 2前 2 1

経営者・人づくり論 2後 2 1 経営者・人づくり論 2後 2 1

組織行動論 2後 2 1 組織行動論 2後 2 1

経営管理論 2後 2 1 経営管理論 2後 2 1

統計学基礎 2前 2 5 統計学基礎 2前 2 2

統計学 2前 2 5 統計学 2前 2 1

アントレプレナーシップ論 2後 2 1

スポーツ・レジャーサービス論 2後 2 1 スポーツ・レジャーサービス論 2後 2 1

－ 0 20 0 3 1 0 1 0 8 － 0 22 0 3 1 0 1 0 4

ゼミナールⅠ 3前 2 7 5 1 ゼミナールⅠ 3前 2 8 6 0

ゼミナールⅡ 3後 2 7 5 1 ゼミナールⅡ 3後 2 8 6 0

ゼミナールⅢ 4前 2 7 5 1 ゼミナールⅢ 4前 2 8 6 0

ゼミナールⅣ 4後 2 7 5 1 ゼミナールⅣ 4後 2 8 6 0

DXデザイン応用A 3・4前 2 1 DXデザイン応用A 3・4前 2 1

DXデザイン応用B 3・4前 2 1 DXデザイン応用B 3・4前 2 1

DXデザイン応用C 3・4後 2 1 DXデザイン応用C 3・4後 2 1

データベース応用 3・4後 2 1 データベース応用 3・4後 2 1

機械学習基礎 3・4後 2 1 機械学習基礎 3・4後 2 1 0

機械学習応用 3・4後 2 2 機械学習応用 3・4後 2 2

AIビジネス 3・4前 2 1 AIビジネス 3・4前 2 1

道徳経営論A　 3・4前 2 1 1 道徳経営論A　 3・4前 2 2 0

マーケティングリサーチ 3・4前 2 1 マーケティングリサーチ 3・4前 2 1

デジタルマーケティング 3・4後 2 1 デジタルマーケティング 3・4後 2 1

商品開発論 3・4前 2 1 商品開発論 3・4前 2 1

－ 0 30 0 7 5 0 1 0 4 － 0 30 0 8 6 0 0 0 3

戦略マネジメント 3・4前 2 1 戦略マネジメント 3・4前 2 1

ビジネスエシックス 3・4後 2 1 ビジネスエシックス 3・4後 2 1

消費者行動論 3・4前 2 1 消費者行動論 3・4前 2 1

スポーツデータサイエンス 3・4後 2 1 スポーツデータサイエンス 3・4後 2 1

財務会計論 3・4後 2 1 財務会計論 3・4後 2 1

管理会計論 3・4前 2 1 管理会計論 3・4前 2 1

ビジネス税務論 3・4後 2 1 ビジネス税務論 3・4後 2 1

人的資源管理論 3・4後 2 1 人的資源管理論 3・4後 2 1

事業承継論 3・4前 2 1 事業承継論 3・4前 2 1

広告論 3・4前 2 1 広告論 3・4前 2 1

ブランドマーケティング 3・4後 2 1 ブランドマーケティング 3・4後 2 1

グローバル・ストラテジー 3・4前 2 1 グローバル・ストラテジー 3・4前 2 1

ファミリーガバナンス 3・4前 2 1 ファミリーガバナンス 3・4前 2 1

スポーツマーケティング 3・4前 2 1 スポーツマーケティング 3・4前 2 1

環境経営論 3・4後 2 1 環境経営論 3・4後 2 1

人権とビジネス 3・4後 2 1 人権とビジネス 3・4後 2 1

ベンチャービジネス論 3・4後 2 1

コーポレート・ガバナンス 3・4前 2 1 コーポレート・ガバナンス 3・4前 2 1

－ 0 34 0 4 3 0 1 0 2 － 0 36 0 4 3 0 1 0 2

基礎ゼミナールＡ 1前 2 3 1 1 基礎ゼミナールＡ 1前 2 3 2 1 1

基礎ゼミナールＢ 1後 2 3 1 1 基礎ゼミナールＢ 1後 2 3 2 1 1

経営学概論Ａ 1前 2 1 経営学概論Ａ 1前 2 1

経営学概論Ｂ 1前 2 1 経営学概論Ｂ 1前 2 1

道徳経営基礎Ａ 1前 2 1 1

道徳経営基礎Ｂ 1後 2 1 1

－ 8 0 0 4 1 0 1 0 小計（6科目） － 12 0 0 5 2 0 1 0 1

ビジネスデザイン論 1後 2 1 ビジネスデザイン論 1後 2 1

基礎数学 1前 2 5 基礎数学 1前 2 1 5

ビジネスデータサイエンス基礎A 1後 2 1 1 ビジネスデータサイエンス基礎A 1後 2 4 0

ビジネスデータサイエンス基礎B 1後 2 1 1 ビジネスデータサイエンス基礎B 1後 2 4 0

簿記原理 1前 4 1 1 簿記原理 1前 4 1 0 1 1

SDGsとビジネス 1後 2 1 2 4 SDGsとビジネス 1後 2 1 1 3

AIビジネス入門 1後 2 1 AIビジネス入門 1後 2 1

スポーツビジネスワークショップＡ 2前 2 1 スポーツビジネスワークショップＡ 2前 2 1

スポーツビジネスワークショップＢ 2後 2 1 スポーツビジネスワークショップＢ 2後 2 1

マーケティング 2前 2 1 マーケティング 2前 2 1

経営戦略論 2前 2 1 経営戦略論 2前 2 1

経営情報論 2前 2 1 経営情報論 2前 2 1

経営組織論 2前 2 1 経営組織論 2前 2 1

経営管理論 2後 2 1 経営管理論 2後 2 1

スポーツビジネス概論 1後 2 1 1 スポーツビジネス概論 1後 2 1 1

スポーツ産業論 2前 2 1 スポーツ産業論 2前 2 1

スポーツマネジメント 2前 2 1 スポーツマネジメント 2前 2 1

スポーツ・レジャーサービス論 2後 2 1 スポーツ・レジャーサービス論 2後 2 1

プロスポーツビジネス論 2後 2 1 プロスポーツビジネス論 2後 2 1

スポーツビジネス倫理 2後 2 1 スポーツビジネス倫理 2後 2 1 0

プログラミング基礎 1・2後 2 1 プログラミング基礎 1・2後 2 1 0 6

－ 10 34 0 5 5 0 2 0 10 － 10 34 0 6 6 0 1 0 15

組織行動論 2後 2 1 組織行動論 2後 2 1

会計学 2後 2 1 会計学 2後 2 1

ソーシャル・マネジメント 2前 2 1 ソーシャル・マネジメント 2前 2 1

ファミリービジネス論 2前 2 1 ファミリービジネス論 2前 2 1

経営者・人づくり論 2後 2 1 経営者・人づくり論 2後 2 1

DXデザイン論 2後 2 1 DXデザイン論 2後 2 1

DXプロジェクト 2後 2 1 DXプロジェクト 2後 2 1

統計学基礎 2前 2 5 統計学基礎 2前 2 2

統計学 2前 2 5 統計学 2前 2 1

アントレプレナーシップ論 2後 2 1

ビジネスフレームワーク論 2前 2 1 ビジネスフレームワーク論 2前 2 1

－ 0 20 0 4 1 0 1 0 7 － 0 22 0 4 1 0 1 0 2

ゼミナールⅠ 3前 2 7 5 1 ゼミナールⅠ 3前 2 8 6 0

ゼミナールⅡ 3後 2 7 5 1 ゼミナールⅡ 3後 2 8 6 0

小計（11科目）

上
級
専
門

Ａ
群
科
目

小計（18科目）

ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻

小計（20科目）

Ｂ
群
科
目

小計（11科目）

Ａ
群
科
目

小計（15科目）

専
攻
専
門
科
目

基
礎
科
目

基
礎
専
門
科
目

Ａ
群
科
目

小計（21科目）

Ｂ
群
科
目

上
級
専
門
科
目

Ｂ
群
科
目

Ｂ
群
科
目

上
級
専
門
科
目

小計（15科目）

小計（17科目）

小計（20科目）

Ｂ
群
科
目

ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻

専
攻
専
門
科
目

基
礎
科
目

小計（4科目）

基
礎
専
門
科
目

Ａ
群
科
目

小計（21科目）

小計（10科目）

Ａ
群
科
目

Ｂ
群
科
目

小計（10科目）

上
級
専
門

Ａ
群
科
目
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

ゼミナールⅢ 4前 2 7 5 1 ゼミナールⅢ 4前 2 8 6 0

ゼミナールⅣ 4後 2 7 5 1 ゼミナールⅣ 4後 2 8 6 0

コーチング 3・4後 2 1 コーチング 3・4後 2 1 1

スポーツマーケティング 3・4前 2 1 スポーツマーケティング 3・4前 2 1

スポーツデータサイエンス 3・4後 2 1 スポーツデータサイエンス 3・4後 2 1

地域デザイン 3・4後 2 1 地域デザイン 3・4後 2 1

スポーツコンテンツマネジメント 3・4前 2 1 スポーツコンテンツマネジメント 3・4前 2 1

スポーツ商品・サービス論 3・4前 2 1 スポーツ商品・サービス論 3・4前 2 1

スポーツビジネス実務論 3・4後 2 1 スポーツビジネス実務論 3・4後 2 1

デジタルマーケティング 3・4後 2 1 デジタルマーケティング 3・4後 2 1

道徳経営論A　 3・4前 2 1 1 道徳経営論A　 3・4前 2 2 0

人的資源管理論 3・4後 2 1 人的資源管理論 3・4後 2 1

消費者行動論 3・4前 2 1 消費者行動論 3・4前 2 1

－ 0 30 0 7 5 0 1 0 1 － 0 30 0 8 6 0 0 0 1

広告論 3・4前 2 1 広告論 3・4前 2 1

マーケティングリサーチ 3・4前 2 1 マーケティングリサーチ 3・4前 2 1

ファミリービジネス・イノベーション 3・4後 2 1 ファミリービジネス・イノベーション 3・4後 2 1

事業承継論 3・4前 2 1 事業承継論 3・4前 2 1

道徳経営論B 3・4前 2 1 1 道徳経営論B 3・4前 2 2 0

ビジネスエシックス 3・4後 2 1 ビジネスエシックス 3・4後 2 1

管理会計論 3・4前 2 1 管理会計論 3・4前 2 1

財務会計論 3・4後 2 1 財務会計論 3・4後 2 1

グローバル・ストラテジー 3・4前 2 1 グローバル・ストラテジー 3・4前 2 1

国際経営論 3・4後 2 1 国際経営論 3・4後 2 1

AIビジネス 3・4前 2 1 AIビジネス 3・4前 2 1

DXデザイン応用A 3・4前 2 1 DXデザイン応用A 3・4前 2 1

DXデザイン応用B 3・4前 2 1 DXデザイン応用B 3・4前 2 1

環境経営論 3・4後 2 1 環境経営論 3・4後 2 1

人権とビジネス 3・4後 2 1 人権とビジネス 3・4後 2 1

ベンチャービジネス論 3・4後 2 1

コーポレート・ガバナンス 3・4前 2 1 コーポレート・ガバナンス 3・4前 2 1

－ 0 32 0 5 2 0 1 0 4 － 0 34 0 7 2 0 1 0 3

基礎ゼミナールＡ 1前 2 3 1 1 基礎ゼミナールＡ 1前 2 3 2 1 1

基礎ゼミナールＢ 1後 2 3 1 1 基礎ゼミナールＢ 1後 2 3 2 1 1

経営学概論Ａ 1前 2 1 経営学概論Ａ 1前 2 1

経営学概論Ｂ 1前 2 1 経営学概論Ｂ 1前 2 1

道徳経営基礎Ａ 1前 2 1 1

道徳経営基礎Ｂ 1後 2 1 1

－ 8 0 0 4 1 0 1 0 － 12 0 0 5 3 0 1 0 1

ビジネスデザイン論 1後 2 1 ビジネスデザイン論 1後 2 1

基礎数学 1前 2 5 基礎数学 1前 2 1 5

ビジネスデータサイエンス基礎A 1後 2 1 1 ビジネスデータサイエンス基礎A 1後 2 4 0

ビジネスデータサイエンス基礎B 1後 2 1 1 ビジネスデータサイエンス基礎B 1後 2 4 0

簿記原理 1前 4 1 1 簿記原理 1前 4 1 0 1 1

SDGsとビジネス 1後 2 1 2 4 SDGsとビジネス 1後 2 1 1 3

AIビジネス入門 1後 2 1 AIビジネス入門 1後 2 1

ファミリービジネスワークショップＡ 2前 2 1 ファミリービジネスワークショップＡ 2前 2 1 0

ファミリービジネスワークショップＢ 2後 2 1 ファミリービジネスワークショップＢ 2後 2 1 0

戦略デザイン 2後 2 1 戦略デザイン 2後 2 1

マーケティング 2前 2 1 マーケティング 2前 2 1

経営戦略論 2前 2 1 経営戦略論 2前 2 1

経営情報論 2前 2 1 経営情報論 2前 2 1

経営組織論 2前 2 1 経営組織論 2前 2 1

経営管理論 2後 2 1 経営管理論 2後 2 1

会計学 2後 2 1 会計学 2後 2 1

ファミリービジネス論 2前 2 1 ファミリービジネス論 2前 2 1

経営者・人づくり論 2後 2 1 経営者・人づくり論 2後 2 1

アントレプレナーシップ論 2後 2 1

プログラミング基礎 1・2後 2 1 プログラミング基礎 1・2後 2 1 0 6

－ 10 30 0 4 3 0 2 0 10 － 10 32 0 5 4 0 1 0 15

ビジネスフレームワーク論 2前 2 1 ビジネスフレームワーク論 2前 2 1

組織行動論 2後 2 1 組織行動論 2後 2 1

コストマネジメント 2後 2 1 コストマネジメント 2後 2 1

ソーシャル・マネジメント 2前 2 1 ソーシャル・マネジメント 2前 2 1

スポーツビジネス倫理 2後 2 1 スポーツビジネス倫理 2後 2 1 0

DXデザイン論 2後 2 1 DXデザイン論 2後 2 1

DXプロジェクト 2後 2 1 DXプロジェクト 2後 2 1

統計学基礎 2前 2 5 統計学基礎 2前 2 2

統計学 2前 2 5 統計学 2前 2 1

－ 0 18 0 1 2 0 1 0 8 － 0 18 0 2 1 0 1 0 4

ゼミナールⅠ 3前 2 7 5 1 ゼミナールⅠ 3前 2 8 6 0

ゼミナールⅡ 3後 2 7 5 1 ゼミナールⅡ 3後 2 8 6 0

ゼミナールⅢ 4前 2 7 5 1 ゼミナールⅢ 4前 2 8 6 0

ゼミナールⅣ 4後 2 7 5 1 ゼミナールⅣ 4後 2 8 6 0

事業承継論 3・4前 2 1 事業承継論 3・4前 2 1

ファミリーガバナンス 3・4前 2 1 ファミリーガバナンス 3・4前 2 1

ファミリービジネス・イノベーション 3・4後 2 1 ファミリービジネス・イノベーション 3・4後 2 1

ビジネス税務論 3・4後 2 1 ビジネス税務論 3・4後 2 1

ファミリービジネス・マネジメント 3・4後 2 1 ファミリービジネス・マネジメント 3・4後 2 1

ファミリービジネス実務論A 3・4前 2 1 ファミリービジネス実務論A 3・4前 2 1

ファミリービジネス実務論B 3・4後 2 1 ファミリービジネス実務論B 3・4後 2 1

ファミリービジネス実務論C 3・4後 2 1 ファミリービジネス実務論C 3・4後 2 1 0

ファミリー・エコノミクス 3・4後 2 1 ファミリー・エコノミクス 3・4後 2 1

道徳経営論A 3・4前 2 1 1 道徳経営論A 3・4前 2 2 0

道徳経営論B 3・4前 2 1 1 道徳経営論B 3・4前 2 2 0

ベンチャービジネス論 3・4後 2 1

スタートアップ・プロジェクト 3・4前 2 1

人的資源管理論 3・4後 2 1 人的資源管理論 3・4後 2 1

－ 0 32 0 7 5 0 1 0 4 － 0 36 0 8 6 0 0 0 3

戦略マネジメント 3・4前 2 1 戦略マネジメント 3・4前 2 1

組織開発論 3・4前 2 1 組織開発論 3・4前 2 1

マーケティングリサーチ 3・4前 2 1 マーケティングリサーチ 3・4前 2 1

デジタルマーケティング 3・4後 2 1 デジタルマーケティング 3・4後 2 1

消費者行動論 3・4前 2 1 消費者行動論 3・4前 2 1

商品開発論 3・4前 2 1 商品開発論 3・4前 2 1

ブランドマーケティング 3・4後 2 1 ブランドマーケティング 3・4後 2 1

国際経営論 3・4後 2 1 国際経営論 3・4後 2 1

ビジネスエシックス 3・4後 2 1 ビジネスエシックス 3・4後 2 1

管理会計論 3・4前 2 1 管理会計論 3・4前 2 1

財務会計論 3・4後 2 1 財務会計論 3・4後 2 1

専
攻
専
門
科
目

基
礎
科
目

小計（6科目）

上
級
専
門
科
目

Ａ
群
科
目

小計（18科目）

Ｂ
群
科
目

門
科
目

目

小計（15科目）

Ｂ
群
科
目

小計（17科目）

基
礎
専
門
科
目

Ａ
群
科
目

小計（20科目）

Ｂ
群
科
目

小計（9科目）

フ
ァ

ミ
リ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
専
攻

Ｂ
群
科
目

小計（9科目）

上
級
専
門
科
目

Ａ
群
科
目

小計（16科目）

Ｂ
群
科
目

門
科
目

目

小計（15科目）

Ｂ
群
科
目

小計（16科目）

フ
ァ

ミ
リ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
専
攻

専
攻
専
門
科
目

基
礎
科
目

小計（4科目）

基
礎
専
門
科
目

Ａ
群
科
目

小計（19科目）
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兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

DXデザイン応用A 3・4前 2 1 DXデザイン応用A 3・4前 2 1

DXデザイン応用B 3・4前 2 1 DXデザイン応用B 3・4前 2 1

グローバル・ストラテジー 3・4前 2 1 グローバル・ストラテジー 3・4前 2 1

環境経営論 3・4後 2 1 環境経営論 3・4後 2 1

人権とビジネス 3・4後 2 1 人権とビジネス 3・4後 2 1

コーポレート・ガバナンス 3・4前 2 1 コーポレート・ガバナンス 3・4前 2 1

－ 0 34 0 5 2 0 1 0 2 － 0 34 0 5 2 0 1 0 2

道徳科学A 1前 2 2 道徳科学A 1前 2 1 1 2

道徳科学B 1後 2 1 4 道徳科学B 1後 2 1 1 4

対話と道徳 1前 2 1 3 対話と道徳 1前 2 1 0 3

SDGsと道徳 1後 2 7 SDGsと道徳 1後 2 1 9

新たな時代の道徳の探求 3前 2 1 5 新たな時代の道徳の探求 3前 2 1 0 4

小計（5科目） － 4 6 0 0 1 0 0 0 11 小計（5科目） － 4 6 0 2 1 0 0 0 13

情報リテラシーA 1前 2 1 1 1 1 情報リテラシーA 1前 2 2 2 1 0

情報リテラシーB 1前 2 1 1 1 1 情報リテラシーB 1前 2 1 2 1 0

データ分析入門 1･2･3･4後 2 3 データ分析入門 1･2･3･4後 2 3

小計（3科目） － 4 2 0 1 1 0 1 0 4 小計（3科目） － 4 2 0 2 2 0 1 0 3

English for Communication I 1前 2 9 English for Communication I 1前 2 11

English for Communication II 1後 2 9 English for Communication II 1後 2 11

English for Communication A 2前 1 7 English for Communication A 2前 1 10

English for Communication B 2後 1 7 English for Communication B 2後 1 10

小計（4科目） － 6 0 0 0 0 0 0 0 9 小計（4科目） － 6 0 0 0 0 0 0 0 11

スポーツ実習SA 1･2･3･4前･後 1 1 1 スポーツ実習SA 1･2･3･4前･後 1 1 1 1

スポーツ実習SB 1･2･3･4前･後 1 1 1 スポーツ実習SB 1･2･3･4前･後 1 1 1 1

レクリエーション演習A 1前 2 1 レクリエーション演習A 1前 2 1 0

レクリエーション演習B 1前 2 1 レクリエーション演習B 1前 2 0 1

救急処置法 2後 2 1 1 救急処置法 2後 2 0 1

スポーツ・健康と社会 1後 2 1 スポーツ・健康と社会 1後 2 1

健康科学 1後 2 1 1 健康科学 1後 2 0 1

環境科学 1･2･3･4後 2 1 環境科学 1･2･3･4後 2 1

人間学 2･3･4前 2 1 人間学 2･3･4前 2 1

社会学 1･2･3･4前･後 2 1 社会学 1･2･3･4前･後 2 1

政治学Ａ 1･2･3･4前 2 1 政治学Ａ 1･2･3･4前 2 1

政治学Ｂ 1･2･3･4後 2 1 政治学Ｂ 1･2･3･4後 2 1

日本国憲法 1･2･3･4前･後 2 1 日本国憲法 1･2･3･4前･後 2 1

麗澤スタディーズ 1･2･3･4前 2 1 7 麗澤スタディーズ 1･2･3･4前 2 1 0 8

メディア社会論 2･3･4後 2 1 メディア社会論 2･3･4後 2 1

世界史概論Ａ 2･3･4前 2 1 世界史概論Ａ 2･3･4前 2 1

世界史概論Ｂ 2･3･4後 2 1 世界史概論Ｂ 2･3･4後 2 1

総合的空間関係科学 2･3･4後 2 1 総合的空間関係科学 2･3･4後 2 1

人間活動と空間の関係科学 2･3･4前 2 1 人間活動と空間の関係科学 2･3･4前 2 1

地理学の探求方法 2･3･4後 2 1 地理学の探求方法 2･3･4後 2 1

哲学A 2･3･4前 2 1 哲学A 2･3･4前 2 1

哲学B 2･3･4後 2 1 哲学B 2･3･4後 2 1

日本史A 2･3･4前 2 1 日本史A 2･3･4前 2 1

日本史B 2･3･4後 2 1 日本史B 2･3･4後 2 1

法学概論Ａ 2･3･4前 2 1 法学概論Ａ 2･3･4前 2 1

法学概論Ｂ 2･3･4後 2 1 法学概論Ｂ 2･3･4後 2 1

言語学入門 1･2･3･4前 2 1 言語学入門 1･2･3･4前 2 1

ヨーロッパの言語 1･2･3･4前 2 1 ヨーロッパの言語 1･2･3･4前 2 1

Transformative Autonomous Language Learning 1･2･3･4前・後 1 1 Transformative Autonomous Language Learning 1･2･3･4前・後 1 1

経済学入門 2･3･4前 2 1 経済学入門 2･3･4前 2 1

金融リテラシー 2･3･4後 2 1 金融リテラシー 2･3･4後 2 1

デザイン思考入門 1･2･3･4後 2 2 デザイン思考入門 1･2･3･4後 2 2

イノベーション論 1･2･3･4後 2 1 イノベーション論 1･2･3･4後 2 1

社会と技術の関係構築論 1･2･3･4後 2 1 社会と技術の関係構築論 1･2･3･4後 2 1

人工知能入門 2･3･4前 2 3 人工知能入門 2･3･4前 2 3

GIS 2･3･4後 2 1 GIS 2･3･4後 2 1

Data Visualization　 2･3･4後 2 1 Data Visualization　 2･3･4後 2 1

PC実務演習 1･2･3･4前・後 2 1 PC実務演習 1･2･3･4前・後 2 1

IT実務演習 2･3･4前 2 1 IT実務演習 2･3･4前 2 1 0

WEBオーサリング 2･3･4後 2 1 WEBオーサリング 2･3･4後 2 1

マルチメディア基礎 1･2･3･4後 2 1 マルチメディア基礎 1･2･3･4後 2 1

コンピュータによる統計解析入門 2･3･4前 2 1 コンピュータによる統計解析入門 2･3･4前 2 1

情報倫理 2･3･4後 2 1 情報倫理 2･3･4後 2 1

自主企画ゼミナールA 1･2･3･4前・後 2 1 自主企画ゼミナールA 1･2･3･4前・後 2 1 2 5

自主企画ゼミナールB 1･2･3･4前・後 2 1 自主企画ゼミナールB 1･2･3･4前・後 2 1

自主企画ゼミナールC 1･2･3･4前・後 2 1 自主企画ゼミナールC 1･2･3･4前・後 2 1

自主企画ゼミナールD 1･2･3･4前・後 2 1 自主企画ゼミナールD 1･2･3･4前・後 2 1

メンタルヘルスリテラシーA 2･3･4前 2 1

メンタルヘルスリテラシーB 2･3･4後 2 1

グローバル化と日本 2･3･4後 2 1

国際情勢論 2･3･4前 2 1

総合安全保障特論（入門講義） 1･2･3･4前 2 1

総合安全保障特論（特別講義） 1･2･3･4後 2 1

日本の危機と安全保障・軍事・情報 1･2･3･4 2 2

演劇で学ぶ英語 A 1･2･3･4前 2 1

演劇で学ぶ英語 B 1･2･3･4後 2 1

麗澤・地域連携ゼミナール 1後 2 1 麗澤・地域連携ゼミナール 1後 2 1

小計（48科目） － 0 93 0 1 2 0 1 0 28 小計（57科目） － 0 111 0 3 4 0 0 0 38

成長のための基礎とキャリア 1前・後 2 2 成長のための基礎とキャリア 1前・後 2 2

キャリア教養科目A 2前 2 1 キャリア教養科目A 2前 2 2

キャリア教養科目B 2後 2 1 キャリア教養科目B 2後 2 2

業界企業研究とキャリア形成 3後 2 2 業界企業研究とキャリア形成 3後 2 2

キャリア形成演習 3後 2 2 キャリア形成演習 3後 2 2

社会人としてのキャリア形成〜卒業後に向けて〜 4後 2 2 社会人としてのキャリア形成〜卒業後に向けて〜 4後 2 2

公務員入門 2前 2 2 公務員入門 2前 2 2

公務員基礎教養 2後 2 1 公務員基礎教養 2後 2 1

公務員専門研究A 3前 2 1 公務員専門研究A 3前 2 1

公務員専門研究B 3後 2 1 公務員専門研究B 3後 2 1

小計（10科目） － 2 18 0 0 0 0 0 0 3 小計（10科目） － 2 18 0 0 0 0 0 0 3

84 587 0 7 5 0 2 0 53 100 621 0 8 6 0 1 0 70
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ 認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

・ 各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。

・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

・ １ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

・ 不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

・ 専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

・ 指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。

その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。

【令和６年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

・ 変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

・ 不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

・ 指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

・教育上の効果を向上させるため、担当者増員により、「基礎ゼミナールA・B」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授２」、「兼任・兼担０」から「兼任・兼担１」に変更。
・教員身分昇格のため、「基礎数学」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者増員により「ビジネスデータサイエンス基礎A・B」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授４」、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者数調整のため、「簿記原理」の専任教員等の配置を「兼任・兼担０」から「兼任・兼担１」に変更。
・担当者数調整により、「統計学基礎」専任教員等の配置を「兼任・兼担５」から「兼任・兼担２」に変更。
・担当者数調整により、「統計学」専任教員等の配置を「兼任・兼担５」から「兼任・兼担１」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者増員により、「ゼミナールⅠ～Ⅳ」の専任教員等の配置を「教授７」から「教授８」、「准教授５」から「准教授６」、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者数調整のため、「道徳経営論A・B」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」、「兼任・兼担１」から「兼任・兼担０」に変更。
・担当者調整により、「SDGsとビジネス」の専任教員等の配置を「准教授２」から「准教授１」、「兼任・兼担４」から「兼任・兼担３」に変更。
・担当者の教員身分昇格及び担当者数増員により、「プログラミング基礎」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」、 「兼任・兼担０」から「兼任・兼担７」に変更。
・教員身分昇格のため、「AIビジネスワークショップA・B」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」、「助教１」から「助教０」に変更。
・教員身分昇格のため、「データサイエンスのための数学」の専任教員等の配置を「助教１」から「助教０」、「准教授０」から「准教授１」に変更。
・教員身分昇格のため、「プログラミング応用」の専任教員等の配置を「助教１」から「助教０」、「准教授０」から「准教授１」に変更。
・教員身分昇格のため、「機械学習基礎」の専任教員等の配置を「助教１」から「助教０」、「准教授０」から「准教授１」に変更。
・教員身分昇格のため、「ファミリービジネスワークショップA・B」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授０」、「教授０」から「教授１」に変更。
・教員身分昇格のため、「ファミリービジネス実務論B」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担０」、「講師０」から「講師１」に変更。
・教員身分昇格のため、「ファミリービジネス実務論C」の専任教員等の配置を「助教１」から「助教０」、「教授０」から「教授１」に変更。
・教員身分昇格のため、「スポーツビジネス倫理」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授０」、「教授０」から「教授１」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、「コーチング」専任教員等の配置を「講師０」から「講師１」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者増員により、「道徳科学A」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者増員により、「道徳科学B」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に変更。
・教員身分昇格のため、「対話と道徳」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授０」、「教授０」から「教授１」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当教員増員により「SDGsと道徳」の教員等配置を「教授０」から「教授１」、「兼任・兼担７」から「兼任・兼担９」に変更。
・教員身分昇格のため、「新たな時代の道徳の探求」の教員等配置を「教授０」から「教授１」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者数調整により、「情報リテラシーA」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」、「准教授１」から「准教授２」、「兼任・兼担１」から「兼任・兼担０」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者数調整により、「情報リテラシーB」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授２」、「兼任・兼担１」から「兼任・兼担０」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者増員により、「English For Communication Ⅰ・Ⅱ」の専任教員等の配置を、「兼任・兼担９」から「兼任・兼担１１」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者増員により、「English For Communication A・B」の専任教員等の配置を、「兼任・兼担７」から「兼任・兼担１０」に変更。
・教育状の効果を向上させるため、担当教員増員により「スポーツ実習SA・SB」の教員等配置を「兼任・兼担０」から「兼任・兼担３」に変更。
・担当教員配置の調整により「レクリエーション演習A」の教員配置を「教授０」から「教授１」、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・担当教員配置の調整により「レクリエーション演習B」の教員配置を「教授１」から「教授０」、「准教授０」から「准教授１」に変更。

・担当者調整により、「健康科学」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」に変更。
・教員身分昇格及び教育上の効果を向上させるため、担当者増員により、「麗澤スタディーズ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」、「兼任・兼担７」から「兼任・兼担８」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者増員により、「キャリア教養科目A・B」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。
・専門科目群の強化のため、「アントレプレーナーシップ論」を科目設置をした。
・専門科目群の強化のため、「ベンチャービジネス論」を科目設置をした。
・専門科目群の強化のため、「スタートアップ・プロジェクト」を科目設置をした。
・全学的にリベラルアーツ科目群の強化のため、「メンタルヘルスリテラシーA」を科目設置をした。
・全学的にリベラルアーツ科目群の強化のため、「メンタルヘルスリテラシーB」を科目設置をした。
・全学的にリベラルアーツ科目群の強化のため、「グローバル化と日本」を科目設置をした。
・全学的にリベラルアーツ科目群の強化のため、「国際情勢論」を科目設置をした。
・全学的にリベラルアーツ科目群の強化のため、「総合安全保障特論（入門講義）」を科目設置をした。
・全学的にリベラルアーツ科目群の強化のため、「総合安全保障特論（特別講義）」を科目設置をした。
・全学的にリベラルアーツ科目群の強化のため、「日本の危機と安全保障・軍事・情報」を科目設置をした。
・全学的にリベラルアーツ科目群の強化のため、「演劇で学ぶ英語 A」を科目設置をした。
・全学的にリベラルアーツ科目群の強化のため、「演劇で学ぶ英語 B」を科目設置をした。

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

【全専攻】
専攻専門科目：基礎科目より必修12単位

　基礎専門科目より30単位、そのうちA群は必修8単位を含め12単位以上（ビジネスデザイン、AI・ビジネス専攻）
　基礎専門科目より30単位、そのうちA群は必修10単位を含め12単位以上（スポーツビジネス、ファミリービジネス専攻）
　上級専門科目より34単位、そのうちA群は16単位以上

麗澤スタンダード科目：道徳教育科目より必修4単位を含め6単位
データサイエンス教育科目より必修4単位
世界の言語科目より必修6単位
キャリア教育科目より必修2単位を含め6単位
リベラルアーツ科目より10単位

自由選択科目：16単位
（履修科目の登録の上限：20単位（学期））

（１）－②授業科目表に関する変更内容

新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）又は（旧）と追記してください。
（例：記載順）【認可時又は届出時】→【令和６年度】(新)→【令和５年度】(新)→【令和４年度】→【令和３年度】→【令和６年

【全専攻】
専攻専門科目：基礎科目より必修8単位

　基礎専門科目より30単位、そのうちA群は必修8単位を含め20単位
　　上級専門科目より34単位、そのうちA群は16単位以上

麗澤スタンダード科目：道徳教育科目より必修4単位を含め6単位
データサイエンス教育科目より必修4単位
世界の言語科目より必修6単位
キャリア教育科目より必修2単位を含め6単位
リベラルアーツ科目より10単位

自由選択科目：20単位
（履修科目の登録の上限：20単位（学期））
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

設置時の計画からの増減を記入してください。

選択

334

必修

の授業科目数及び設置時の計画からの増減を記入するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目数と

0 359

[　　8　　] [　17　] [ ] [　25　]

30843 291 0

・ 指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

計（Ａ）

51

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 自由
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

・ 教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

・ 該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

・ 該当がない場合は「廃止の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

該当なし

ください。

・ 専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

・ 専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

ください。

（４） 廃止科目

・ 教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

該当なし

廃止の理由、代替措置の有無
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

334

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

・ 「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0
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備考

大学全体

大学全体

・ 国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

0㎡ 10,617.65㎡ 82,220.88㎡71,603.23㎡

（56,643.31㎡）

(２) 校 舎

・ 「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には報告年度の５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、

新設学部等の名称 室 数

経営学部　経営学科 室

冊

3,700〔1,650〕
3,792〔1,655〕

15
14

小 計

語学学習施設

（補助職員　0人）

0室

情報処理学習施設

8

（補助職員　0人）

区 分

麗澤中学校と共用
(収容定員：450人)
(面積基準：5,700㎡)
麗澤高等学校と共用
(収容定員：720人)
(面積基準：8,400㎡)

麗澤高等学校と共用

麗澤高等学校共用部増
加（６）

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

・ 校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

を併せて提出してください。

電子ジャーナル

開設年度

視聴覚資料

完成年度

652,500冊

－千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,390千円 1,130千円

第４年次 第５年次

（598,716〔235,656〕）
（452,821〔156,719〕）

210,198.45㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

新任教員1名追加採用に
よる増加（６）

12,534.50㎡ 56,643.31㎡

（42,225.87㎡）

115,548.23㎡ 21,589.22㎡

計

41,312.35㎡
42,225.87㎡

2,796.46㎡
1,882.94㎡

（1,882.94㎡） （12,534.50㎡）

校

地

等

専 用 共 用
共用する他の
学校等の専用

共 用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

79,026.23㎡

内 容

専 用

0

73,061.00㎡

12,000千円

1,130千円 －千円

300千円

設備購入費

図書購入費

1,130千円

300千円

共 同 研 究 費 等 0千円 0千円 37,483千円

第６年次

232,309千円 39,327千円

12,000千円 12,000千円

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

（598,716〔235,656〕）
（452,821〔156,719〕）

（3,795〔1,672〕）
（3,782〔1,665〕）

21室
20室

7,423.00㎡ 21,589.22㎡

607,700〔236,300〕
454,000〔156,800〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

5,640〔5,547〕
5,810〔5,717〕

5,640〔5,547〕
5,810〔5,717〕

（3,795〔1,672〕）
（3,782〔1,665〕）

19,094.00㎡

点点

130,327.10㎡

43,349.35㎡ 79,871.35㎡

3室

29,711.65㎡

完成年度

263席

（5,610〔5,517〕）
（11,750）
（11709）

（1,012）
（596）

収 納 可 能 冊 数

11,795
11,784

1,021
596

0

（1,012）
（596）

0
（11,750）
（11709）

面 積

区　　分

閲 覧 座 席 数

（5,610〔5,517〕）

3,700〔1,650〕
3,792〔1,655〕

種

607,700〔236,300〕
454,000〔156,800〕

講　義　室

94室
92室

機械・器具 標　　本

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

その理由及び報告年度「（６）」を「備考」に赤字で記入してください。

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

・ 運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

図
書
・
設
備

(５)

計

経営学部

11,795
11,784

1,021
596

0

点

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 資産運用収入、寄付金、雑収入等

区 分 開設年度

面 積

麗澤高等学校共用部増
加（６）

【図書、学術雑誌、視
聴覚資料】見込み数の
変動による変更（６）

【機械・器具】
除却による減少と
2023年度取得に
よる増加（６）

学部単位での特定不能
なため、大学全体の数

48,106.22㎡

21,589.22㎡

0㎡

項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合 計

36,522.00㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

6,228.15㎡

(７) 体　　育　　館

実験実習室

5,142.40㎡ テ ニ ス コ ー ト 2 面

体育館以外のスポーツ施設の概要

開設前年度
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

0
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

2

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

外国語学部

　外国語学科 4 190 - 850 学士
（文学）

- 平成20 令和6年度から入学定員変更

（220→190）

経済学部

　経済学科 4 110 - 440 学士
（経済学）

- 平成20

　経営学科 4 - - - 学士
（経営学）

- 平成20 令和6年度より学生募集停止

国際学部

　国際学科 4 80 - 320
学士

（国際コミュ
ニケーショ

ン）

- 令和2

　グローバルビジネス学科 4 80 - 320
学士

（グローバル
ビジネス）

- 令和2

経営学部

　経営学科 4 140 - 140 学士
（経営学）

- 令和6

工学部

　工学科 4 100 - 100 学士
（工学）

- 令和6

大学全体 4 700 - 2170 - - 昭和34

・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。詳しくは、本シート右に記載の

（注）・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等

（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）。

コメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。

「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。

・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。

履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、

・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。

４　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間
の学科の
み）

開設
年度

　麗　澤　大　学

備　　考所在地
収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

1.02 1.00 同上

0.75 -

1.52 - 同上

同上

1.21 -

1.21 - 同上

1.52 -

1.03 1.00

1.03 1.00 千葉県柏市光ヶ丘2丁目1番1号

1.08 1.05

0.95 - 同上

1.08 1.05 同上

- - 同上

0.85 -
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【認可時又は届出時】 【令和６年度】

スポーツ産業論
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
スポーツ実習SA
スポーツ実習SB
スポーツ・健康と社会
レクリエーション演習B

スポーツ産業論
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
スポーツ実習SA
スポーツ実習SB
スポーツ・健康と社会
レクリエーション演習B
レクリエーション演習A

専 教授

大沼 博靖
（56）

＜令和６年４月＞
修士（体育学）

専 教授

大沼 博靖
（56）

＜令和６年４月＞
修士（体育学）

職名

経営学概論A
経営学概論B
SDGsとビジネス
戦略デザイン
経営管理論
ファミリービジネス論
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
戦略マネジメント
事業承継論
ファミリービジネス・マネジメ
ント【隔年】
ファミリービジネス実務論A
環境経営論【隔年】

経営学概論A
経営学概論B
SDGsとビジネス※
SDGsと道徳※
戦略デザイン
経営管理論
ファミリービジネス論
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
戦略マネジメント
事業承継論
ファミリービジネス・マネジメ
ント【隔年】
ファミリービジネス実務論A
環境経営論【隔年】
自主企画ゼミナールA

専 教授

浅井 俊之
（47）

＜令和６年４月＞
博士（工学）

専 教授

浅井 俊之
（47）

＜令和６年４月＞
博士（工学）

基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
経営者・人づくり論
組織開発論
人的資源管理論
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ

基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
経営者・人づくり論
組織開発論
人的資源管理論
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
アントレプレナーシップ論
スタートアップ・プロジェクト
ベンチャービジネス論

専
教授

近藤 明人
（48）

＜令和６年４月＞
博士（経済学）

専
教授

近藤 明人
（48）

＜令和６年４月＞
博士（経済学）

５　教員組織の状況

＜経営学部　経営学科＞

（１）ー① 担当教員表

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
DXデザイン論
DXプロジェクト
DXデザイン応用A
DXデザイン応用B
DXデザイン応用C
データベース応用
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
情報リテラシーA

専 教授

別宮 玲
（52）

＜令和６年４月＞
博士（工学）

基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
DXデザイン論
DXプロジェクト
DXデザイン応用A
DXデザイン応用B
DXデザイン応用C
データベース応用
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ

基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
スポーツビジネス概論※
スポーツマネジメント
プロスポーツビジネス論
道徳経営論A　※
道徳経営論B　※
地域デザイン【隔年】
スポーツコンテンツマネジメン
ト【隔年】
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ

専 教授

別宮 玲
（52）

＜令和６年４月＞
博士（工学）

専 教授

寺本 佳苗
（43）

＜令和６年４月＞
博士（経営学）

基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
スポーツビジネス概論※
スポーツマネジメント
プロスポーツビジネス論
道徳経営論A
道徳経営論B
地域デザイン【隔年】
スポーツコンテンツマネジメン
ト【隔年】
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ

簿記原理
会計学
財務会計論
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ

専 教授

寺本 佳苗
（43）

＜令和６年４月＞
博士（経営学）

専 教授

倍 和博
（57）

＜令和６年４月＞
博士（経営学）

簿記原理
会計学
財務会計論
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ

簿記原理
会計学
財務会計論
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ

専 教授

鈴木 大介
（49）

＜令和６年４月＞
博士（経済学）

専 教授

鈴木 大介
（49）

＜令和６年４月＞
博士（経済学）
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

ファミリービジネスワーク
ショップA
ファミリービジネスワーク
ショップB
スポーツビジネス倫理
ファミリービジネス実務論C
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
道徳科学A
道徳科学B
対話と道徳※
新たな時代の道徳の探求※
麗澤スタディーズ※
道徳経営論A　※
道徳経営論B　※
道徳経営基礎A　※
道徳経営基礎B　※

専 教授

江島 顕一
（42）

＜令和６年４月＞
修士（教育学）

ファミリービジネスワーク
ショップA
ファミリービジネスワーク
ショップB
スポーツビジネス倫理
ファミリービジネス実務論C
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
道徳科学B
対話と道徳※
新たな時代の道徳の探求※
麗澤スタディーズ※

専
准教
授

江島 顕一
（42）

＜令和６年４月＞
修士（教育学）

ビジネスデザイン論
マーケティング
経営情報論
スポーツ・レジャーサービス論
デジタルマーケティング
広告論【隔年】
ビジネス・イノベーションプロ
ジェクトA
ファミリービジネス・イノベー
ション【隔年】
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
情報リテラシーA
情報リテラシーB

専
准教
授

井下 佳織
（46）

＜令和６年４月＞
博士（体育科学）

専 教授

吉田 健一郎
（46）

＜令和６年４月＞
博士（経営情報学）

ビジネスデザイン論
マーケティング
経営情報論
スポーツ・レジャーサービス論
デジタルマーケティング
広告論【隔年】
ビジネス・イノベーションプロ
ジェクトA
ファミリービジネス・イノベー
ション【隔年】
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
情報リテラシーA
情報リテラシーB

専 教授

吉田 健一郎
（46）

＜令和６年４月＞
博士（経営情報学）

スポーツビジネスワークショッ
プA
スポーツビジネスワークショッ
プB
コーチング※
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
スポーツ実習SA
スポーツ実習SB
健康科学
レクリエーション演習A
救急処置法
レクリエーション演習B

専
准教
授

井下 佳織
（46）

＜令和６年４月＞
博士（体育科学）

スポーツビジネスワークショッ
プA
スポーツビジネスワークショッ
プB
コーチング
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
スポーツ実習SA
スポーツ実習SB
健康科学
レクリエーション演習A
救急処置法
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

専
准教
授

横田 理宇
（43）

＜令和６年４月＞
博士（経営学）

SDGsとビジネス※
ビジネスデザインワークショッ
プA
ビジネスデザインワークショッ
プB
経営組織論
ソーシャル・マネジメント
グローバル・ストラテジー
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
情報リテラシーA
情報リテラシーB

専
准教
授

土田 尚弘
（41）

＜令和６年４月＞
博士（経営学）

基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
スポーツビジネス概論※
スポーツ商品・サービス論
スポーツデータサイエンス
スポーツマーケティング
スポーツビジネス実務論
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
情報リテラシーA
情報リテラシーB
自主企画ゼミナールA

ビジネスデータサイエンス基礎A
ビジネスデータサイエンス基礎B
SDGsとビジネス※
ビジネスデザインワークショッ
プA
ビジネスデザインワークショッ
プB
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
マーケティングリサーチ
消費者行動論
商品開発論
ブランドマーケティング

専
准教
授

土田 尚弘
（41）

＜令和６年４月＞
博士（経営学）

ビジネスデータサイエンス基礎A
ビジネスデータサイエンス基礎B
SDGsとビジネス※
ビジネスデザインワークショッ
プA
ビジネスデザインワークショッ
プB
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
マーケティングリサーチ
消費者行動論
商品開発論
ブランドマーケティング

専
准教
授

横田 理宇
（43）

＜令和６年４月＞
博士（経営学）

専
准教
授

福田 誠
（48）

＜令和６年４月＞
博士（スポーツ科学）

基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
スポーツビジネス概論※
スポーツ商品・サービス論
スポーツデータサイエンス
スポーツマーケティング
スポーツビジネス実務論
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ

専
准教
授

福田 誠
（48）

＜令和６年４月＞
博士（スポーツ科学）

SDGsとビジネス※
ビジネスデザインワークショッ
プA
ビジネスデザインワークショッ
プB
経営組織論
ソーシャル・マネジメント
グローバル・ストラテジー
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
情報リテラシーA
情報リテラシーB
ビジネスデータサイエンス基礎
A
ビジネスデータサイエンス基礎
B
経営学入門
経営実務論
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

兼任 講師

豊嶋 建広
（71）

＜令和６年４月＞
修士（体育学）

コーチング※
スポーツ実習SA
スポーツ実習SB

専 助教

遠藤 寛士
（46）

＜令和６年４月＞
博士（商学）

専
准教
授

新井 優太
（36）

＜令和６年４月＞
博士(理学) 

ビジネスデータサイエンス基礎A
ビジネスデータサイエンス基礎B
プログラミング基礎
AIビジネスワークショップA
AIビジネスワークショップB
データサイエンスのための数学
プログラミング応用
機械学習基礎
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
IT実務演習

専 助教

新井 優太
（36）

＜令和６年４月＞
博士(理学) 

基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
道徳経営基礎A　※
道徳経営基礎B　※
ビジネスデータサイエンス基礎
A
ビジネスデータサイエンス基礎
B
ファミリービジネス・フィール
ドワーク
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
道徳科学A
道徳科学B

専
准教
授

冬月 律
（44）

＜令和６年４月＞
博士(宗教学) 

ビジネスデータサイエンス基礎A
ビジネスデータサイエンス基礎B
プログラミング基礎
AIビジネスワークショップA
AIビジネスワークショップB
データサイエンスのための数学
プログラミング応用
機械学習基礎
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ
IT実務演習
基礎数学
自主企画ゼミナールA

基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
簿記原理
ビジネスフレームワーク論
経営戦略論
ビジネス・イノベーションプロ
ジェクトB
管理会計論
情報リテラシーA
情報リテラシーB

基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB
簿記原理
ビジネスフレームワーク論
経営戦略論
ビジネス・イノベーションプロ
ジェクトB
管理会計論
情報リテラシーA
情報リテラシーB

専 助教

遠藤 寛士
（46）

＜令和６年４月＞
博士（商学）
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

兼担 教授

大澤 義明
（65）

＜令和６年４月＞
学術博士

金融リテラシー
成長のための基礎とキャリア※
業界企業研究とキャリア形成※
キャリア形成演習※
社会人としてのキャリア形成〜
卒業後に向けて〜※

金融リテラシー
成長のための基礎とキャリア※
業界企業研究とキャリア形成※
キャリア形成演習※
社会人としてのキャリア形成〜
卒業後に向けて〜※
キャリア教養科目A※
キャリア教養科目B※

兼担 教授

小高 新吾
（60）

＜令和６年４月＞
学士 (政治)

兼担 教授

小高 新吾
（60）

＜令和６年４月＞
学士 (政治)

道徳科学B
新たな時代の道徳の探求※
SDGsと道徳※
基礎数学
麗澤スタディーズ※

道徳科学B
新たな時代の道徳の探求※
SDGsと道徳※
基礎数学
麗澤スタディーズ※

兼担 教授

大野 正英
（61）

＜令和６年４月＞
経済学修士

兼担 教授

大野 正英
（61）

＜令和６年４月＞
経済学修士

兼担 教授

犬飼 孝夫
（61）

＜令和７年４月＞
文学修士、国際学修士

言語学入門 言語学入門

兼担 教授

大野 仁美
（60）

＜令和６年４月＞
文学修士

兼担 教授

大野 仁美
（60）

＜令和６年４月＞
文学修士

デザイン思考入門 デザイン思考入門

兼担 教授

大澤 義明
（65）

＜令和６年４月＞
学術博士

ファミリー・エコノミクス ファミリー・エコノミクス

兼担 教授

大越 利之
（46）

＜令和８年９月＞
博士（経済学）

兼担 教授

犬飼 孝夫
（61）

＜令和７年４月＞
文学修士、国際学修士

世界史概論Ａ
世界史概論Ｂ

基礎ゼミナールA
基礎ゼミナールB

兼担 教授

大越 利之
（46）

＜令和８年４月＞
博士（経済学）

兼担 教授

熊野 留理子
(54)

<令和６年４月>
PhD in Education(米国)

世界史概論Ａ
世界史概論Ｂ
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

人工知能入門
AIビジネス入門

人工知能入門
AIビジネス入門

兼担 教授

清田 陽司
（48）

＜令和６年４月＞
博士（情報学）

兼担 教授

清田 陽司
（48）

＜令和６年４月＞
博士（情報学）

GIS
Data Visualization
統計学基礎
統計学

GIS
Data Visualization
統計学基礎
統計学
自主企画ゼミナールA

兼担 教授

河野 洋
（52）

＜令和６年４月＞
Ph.D.(Urban Planning)(米国)

兼担 教授

河野 洋
（52）

＜令和６年４月＞
Ph.D.(Urban Planning)(米国)

道徳科学B
新たな時代の道徳の探求※
人間学
麗澤スタディーズ※
哲学A
哲学B

道徳科学B
新たな時代の道徳の探求※
人間学
麗澤スタディーズ※
哲学A
哲学B
日本の危機と安全保障・軍事・
情報※

兼担 教授

川久保 剛
（50）

＜令和６年４月＞
修士（国際文化）

兼担 教授

川久保 剛
（50）

＜令和６年４月＞
修士（国際文化）

社会学
政治学Ａ
政治学Ｂ
メディア社会論

社会学
政治学Ａ
政治学Ｂ
メディア社会論

兼担 教授

川上 和久
（66）

＜令和６年４月＞
社会学博士

兼担 教授

川上 和久
（66）

＜令和６年４月＞
社会学博士

基礎数学
データベース基礎
環境科学
麗澤・地域連携ゼミナール

基礎数学
データベース基礎
環境科学
麗澤・地域連携ゼミナール

兼担 教授

籠 義樹
（55）

＜令和６年４月＞
工学博士

兼担 教授

籠 義樹
（56）

＜令和６年４月＞
工学博士

基礎数学
統計学基礎
統計学

基礎数学
統計学基礎
統計学

兼担 教授

小野 宏哉
（69）

＜令和６年４月＞
工学博士

兼担 教授

小野 宏哉
（69）

＜令和６年４月＞
工学博士
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

Webオーサリング
Webオーサリング
プログラミング基礎

兼担 教授

千葉 庄寿
（53）

＜令和７年９月＞
修士（文学）

兼担 教授

千葉 庄寿
（53）

＜令和７年９月＞
修士（文学）

SDGsと道徳※
SDGsと道徳※
麗澤スタディーズ※

兼担 教授

田中 俊弘
（56）

＜令和６年９月＞
修士（文学）

兼担 教授

田中 俊弘
（56）

＜令和６年９月＞
修士（文学）

データ分析入門
データ分析入門
プログラミング基礎

兼担 教授

宗 健
（59）

＜令和６年９月＞
博士（社会工学）

兼担 教授

宗 健
（59）

＜令和６年９月＞
博士（社会工学）

SDGsと道徳※ SDGsと道徳※

兼担 教授

下田 健人
（66）

＜令和６年９月＞
経済学修士

兼担 教授

下田 健人
（66）

＜令和６年９月＞
経済学修士

麗澤スタディーズ※
日本史A

麗澤スタディーズ※
日本史A

兼担 教授

櫻井 良樹
（66）

＜令和６年４月＞
博士（史学）

兼担 教授

櫻井 良樹
（66）

＜令和６年４月＞
博士（史学）

総合的空間関係科学
人間活動と空間の関係科学
地理学の探求方法

総合的空間関係科学
人間活動と空間の関係科学
地理学の探求方法

兼担 教授

齋藤 之誉
（57）

＜令和７年４月＞
修士（教育学）

兼担 教授

齋藤 之誉
（57）

＜令和７年９月＞
修士（教育学）

イノベーション論
イノベーション論
AIビジネス

兼担 教授

小塩 篤史
（43）

＜令和６年９月＞
修士（国際協力）

兼担 教授

小塩 篤史
（43）

＜令和６年９月＞
修士（国際協力）

24



職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

SDGsと道徳※

兼担 教授

松島 正明
（64）

＜令和６年９月＞
学士 (外国語学)

兼担 教授

岩澤 知子
（61）

＜令和６年９月＞
Ph.D.(米国)

麗澤スタディーズ※ 麗澤スタディーズ※

兼担 教授

堀内 一史
（69）

＜令和６年４月＞
M.A.（米国）

兼担 教授

堀内 一史
（69）

＜令和６年４月＞
M.A.（米国）

SDGsと道徳※
自主企画ゼミナールA

兼担 教授

松島 正明
（64）

＜令和６年９月＞
学士 (外国語学)

SDGsと道徳※

麗澤スタディーズ※
SDGsとビジネス※
SDGsと道徳※

麗澤スタディーズ※
SDGsとビジネス※
SDGsと道徳※

兼担 教授

徳永 澄憲
（72）

＜令和６年４月＞
Ph.D（米国）

兼担 教授

徳永 澄憲
（72）

＜令和６年４月＞
Ph.D（米国）

統計学 統計学

兼担 教授

津村 幸治
（59）

＜令和７年４月＞
博士（工学）

兼担 教授

津村 幸治
（60）

＜令和７年４月＞
博士（工学）

SDGsとビジネス※ SDGsとビジネス※

兼担 教授

陳 玉雄
（58）

＜令和６年９月＞
博士（経済学）

兼担 教授

陳 玉雄
（58）

＜令和６年９月＞
博士（経済学）

基礎数学 基礎数学

兼担 教授

趙 家林
（68）

＜令和６年４月＞
商学修士

兼担 教授

趙 家林
（68）

＜令和６年４月＞
商学修士

25



職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

総合安全保障特論（入門講義）
総合安全保障特論（特別講義）

兼担 教授

織田 邦男
（72）

＜令和６年４月＞
修士（安全保障）

自主企画ゼミナールA

兼担 教授

大久保 俊輝
（69）

＜令和６年４月＞
準学士(経営)

演劇で学ぶ英語A
演劇で学ぶ英語B

兼担 教授

森川 嘉之
（66）

＜令和６年４月＞
修士（教育学）

対話と道徳※

兼担 兼担 教授

山下 美樹
（57）

＜令和６年４月＞
Ph.D（Education）（英国）

プログラミング基礎

対話と道徳※

日本国憲法
法学概論Ａ
法学概論Ｂ

兼担 教授

古森 義久
（83）

＜令和６年４月＞
学士（経済学）

グローバル化と日本
国際情勢論

教授

山下 美樹
（56）

＜令和６年４月＞
Ph.D（Education）（英国）

兼担 教授

永田 和之
（61）

＜令和６年４月＞
博士（工学）

兼担 教授

八木 秀次
（62）

＜令和６年４月＞
修士（法学）

日本国憲法
法学概論Ａ
法学概論Ｂ

兼担 教授

八木 秀次
（62）

＜令和６年４月＞
修士（法学）
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

人工知能入門
情報リテラシーA
プログラミング基礎
データ分析入門
機械学習応用※

統計学基礎
統計学
基礎数学
線形代数基礎

兼担
准教
授

統計学基礎
統計学
基礎数学
線形代数基礎

兼担
准教
授

須永 大介
（51）

＜令和６年４月＞
博士（工学）

兼担
准教
授

須永 大介
（51）

＜令和６年４月＞
博士（工学）

新たな時代の道徳の探求※

兼担
准教
授

佐藤 良子
（44）

＜令和８年４月＞
修士（文学）

基礎数学
統計学基礎
統計学

兼担
准教
授

池川 真里亜
（37）

＜令和６年４月＞
博士（学術）

兼担

基礎数学
統計学基礎
統計学

兼担

デザイン思考入門
人工知能入門

邵 肖偉
（43）

＜令和６年４月＞
博士（工学）(中国)

プログラミング基礎

兼担
准教
授

兼担

塚田 義典
（36）

＜令和６年４月＞
博士（情報学）

人工知能入門
情報リテラシーA
プログラミング基礎
データ分析入門

兼担
准教
授

邵 肖偉
（43）

＜令和６年４月＞
博士（工学）(中国)

新たな時代の道徳の探求※

兼担
准教
授

佐藤 良子
（44）

＜令和８年４月＞
修士（文学）

デザイン思考入門
人工知能入門

准教
授

笹尾(小林) 知世
（37）

＜令和６年４月＞
博士（環境学）

准教
授

新井 亜弓
（45）

＜令和６年９月＞
博士（環境学）

准教
授

池川 真里亜
（37）

＜令和６年４月＞
博士（学術）

社会と技術の関係構築論社会と技術の関係構築論

兼担
准教
授

新井 亜弓
（45）

＜令和６年９月＞
博士（環境学）

兼担
准教
授

笹尾(小林) 知世
（36）

＜令和６年４月＞
博士（環境学）

27



職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

道徳科学A
道徳科学B
対話と道徳※
新たな時代の道徳の探求※
SDGsと道徳※
麗澤スタディーズ※
日本史B

兼担 教授

橋本 富太郎
（49）

＜令和６年４月＞
博士（神道学）

兼担

PC実務演習
マルチメディア基礎
コンピュータによる統計解析入
門
情報倫理

SDGsとビジネス※
組織行動論
国際経営論
情報リテラシーA
情報リテラシーB

兼担
准教
授

中園 長新
（40）

＜令和６年４月＞
修士（教育学）

道徳科学A※
道徳科学B
対話と道徳※
新たな時代の道徳の探求※
SDGsと道徳※
麗澤スタディーズ※
日本史B

兼担
准教
授

橋本 富太郎
（49）

＜令和６年４月＞
博士（神道学）

PC実務演習
マルチメディア基礎
コンピュータによる統計解析入
門
情報倫理

兼担
准教
授

中園 長新
（40）

＜令和６年４月＞
修士（教育学）

兼担 SDGsとビジネス※
組織行動論
国際経営論
情報リテラシーA
情報リテラシーB

兼任 講師

内藤 知加恵
（44）

＜令和６年４月＞
博士（商学）

准教
授

内藤 知加恵
（44）

＜令和６年４月＞
博士（商学）

新たな時代の道徳の探求※

兼担
准教
授

高本 香織
（50）

＜令和６年４月＞
Ph.D.in Communication（米国）

情報リテラシーA
情報リテラシーB
統計学基礎
プログラミング基礎
データ分析入門

准教
授

陳 寅
（37）

＜令和６年４月＞
博士（システム情報科学）

情報リテラシーA
情報リテラシーB
統計学基礎
プログラミング基礎
データ分析入門
機械学習応用※

新たな時代の道徳の探求※

兼担
准教
授

陳 寅
（37）

＜令和６年４月＞
博士（システム情報科学）

兼担

ヨーロッパの言語

兼担
准教
授

瀬川 真由美
（60）

＜令和６年４月＞
文学修士

准教
授

高本 香織
（50）

＜令和８年４月＞
Ph.D.in Communication（米国）

ヨーロッパの言語

兼担
准教
授

瀬川 真由美
（61）

＜令和６年４月＞
文学修士
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

兼担
准教
授

花田 太平
（42）

＜令和６年９月＞
Ph.D.(English Studies)

(英国)

SDGsと道徳※
自主企画ゼミナールA

兼担
准教
授

モーガン ジェイソンM.
（46）

＜令和６年９月＞
Ph.D.History(米国)

日本の危機と安全保障・軍事・
情報※

兼担 講師

佐藤 裕視
（38）

＜令和６年９月＞
修士（国際貢献）

SDGsと道徳※

兼担 教授

宮下 和大
（51）

＜令和６年４月＞
博士（文学）

経済学入門
公務員入門※

兼担
准教
授

森田 龍二
（47）

＜令和７年４月＞
修士（経済学）

兼担
准教
授

藤野 真也
（41）

＜令和６年４月＞
博士（経営学）

道徳科学A
道徳科学B
対話と道徳※
SDGsと道徳※
道徳経営論A※
道徳経営論B※
麗澤スタディーズ※

SDGsとビジネス※
コストマネジメント
ビジネスエシックス
人権とビジネス
コーポレート・ガバナンス
ファミリーガバナンス
簿記原理
自主企画ゼミナールA
自主企画ゼミナールB
自主企画ゼミナールC
自主企画ゼミナールD

経済学入門
公務員入門※

兼担
准教
授

森田 龍二
（47）

＜令和７年４月＞
修士（経済学）

道徳科学A※
道徳科学B
対話と道徳※
SDGsと道徳※
道徳経営論A※
道徳経営論B※
麗澤スタディーズ※

兼担
准教
授

宮下 和大
（51）

＜令和６年４月＞
博士（文学）

SDGsとビジネス※
コストマネジメント
ビジネスエシックス
人権とビジネス
コーポレート・ガバナンス
ファミリーガバナンス
自主企画ゼミナールA
自主企画ゼミナールB
自主企画ゼミナールC
自主企画ゼミナールD

兼担
准教
授

藤野 真也
（41）

＜令和６年４月＞
博士（経営学）
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

兼担 講師

Mitchell, Colin
（38）

＜令和６年４月＞
M.A. (Applied Linguistics and

TESOL)(英国)

Transformative Autonomous
Language Learning
English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担 講師

Grimaldi, Alessandro
（35）

＜令和６年４月＞
M.S.(Psychology)(英国)

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担 講師

Johnston, Seamus
（42）

＜令和６年４月＞
M.A.(TESOL)(英国)

English for Communication I
English for Communication II

兼担 講師

Germain,Bladimie
（28）

＜令和６年４月＞
M.A. (ELT)（英国）

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担 講師

Tang, Kevin
（56）

＜令和６年４月＞
M.A.(TESOL)(英国)

English for Communication I
English for Communication II

兼担 講師

Germain,Bladimie
（28）

＜令和６年４月＞
M.A. (ELT)（英国）

English for Communication I
English for Communication II

兼担 講師

Johnston, Seamus
（42）

＜令和６年４月＞
M.A.(TESOL)(英国)

English for Communication I
English for Communication II

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担 講師

Tang, Kevin
（56）

＜令和６年４月＞
M.A.(TESOL)(英国)

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担 講師

Grimaldi, Alessandro
（35）

＜令和６年４月＞
M.S.(Psychology)(英国)

Transformative Autonomous
Language Learning
English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担 講師

Mitchell, Colin
（38）

＜令和６年４月＞
M.A. (Applied Linguistics and

TESOL)(英国)
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

兼担 講師

Wong,Derrick,Yong,Jie
（29）

＜令和６年４月＞
M.A.(TESOL)

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担 講師

内野 岳
（30）

＜令和６年４月＞
M.A.(Curriculum and

Teaching)

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担 講師

Wong,Derrick,Yong,Jie
（29）

＜令和６年４月＞
M.A.(TESOL)

兼担 講師

Wong,E,Von
（32）

＜令和６年４月＞
M.A.(TESOL)

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担 講師

Hardy,Joe
（28）

＜令和６年４月＞
M.A.

(Applied Linguistics)（英国）

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担 講師

White,Chelanna, Leigh
（35）

＜令和６年４月＞
B.A.(Arts)(カナダ）

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

Hardy,Joe
（28）

＜令和６年４月＞
M.A.

(Applied Linguistics)（英国）

兼担 講師

White,Chelanna, Leigh
（35）

＜令和６年４月＞
B.A.(Arts)(カナダ）

兼担 講師

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担 講師

Wong,E,Von
（32）

＜令和６年４月＞
M.A.(TESOL)
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

兼担 講師

Bolger Stephen Peter
（48）

＜令和６年４月＞
M.E.(TESOL)

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担 講師

Mazorodze  Timothy
（41）

＜令和６年４月＞
M.A.(International Culture

and Communication)

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B

兼担
准教
授

秋山 千亜紀
（42）

＜令和６年４月＞
博士（理学）

プログラミング基礎
統計学基礎

兼担 講師

McTaggart Ferghal
（38）

＜令和６年４月＞
M.A.(English Literature)

English for Communication I
English for Communication II
English for Communication A
English for Communication B
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職名

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
・ 認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
・ 各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」を確認してください。
・ 「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の教員全て（兼任、兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。
その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

・ 年齢は、それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。
・ 専任（専門職大学等は専、実専、実（研
・ 不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

兼任 講師

石光 俊明
（48）

＜令和６年４月＞
修士（大学アドニミストレー

ション）

成長のための基礎とキャリア※
キャリア教養科目A※
キャリア教養科目B※
業界企業研究とキャリア形成※
キャリア形成演習※
社会人としてのキャリア形成〜
卒業後に向けて〜※
公務員入門※
公務員基礎教養
公務員専門研究A
公務員専門研究B

兼任 講師

吉原 啓
（47）

＜令和７年４月＞
M.A.（教育学）

メンタルヘルスリテラシーA
メンタルヘルスリテラシーB

兼担 講師

濱野　英巳
（52）

＜令和６年４月＞
修士(人文学)

自主企画ゼミナールA

兼任 講師

石光 俊明
（48）

＜令和６年４月＞
修士（大学アドニミストレー

ション）

成長のための基礎とキャリア※
キャリア教養科目A
キャリア教養科目B
業界企業研究とキャリア形成※
キャリア形成演習※
社会人としてのキャリア形成〜
卒業後に向けて〜※
公務員入門※
公務員基礎教養
公務員専門研究A
公務員専門研究B

の授業科目名を記入するとともに、下段に
・ 指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「担当授業科目名

ビジネス税務論
ファミリービジネス実務論B

兼任 講師

西山のりこ
（45）

＜令和８年９月＞
修士（経営学）

西山のりこ
（45）

＜令和８年４月＞
修士（経営学）

ビジネス税務論
ファミリービジネス実務論B

兼任 講師
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

・ 不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和６年度】
近藤 明人教授、担当者変更ならびに開講クラス増加により科目追加。
浅井 俊之教授、科目追加。
大沼 博靖教授、担当科目の科目削除、及び科目追加。
鈴木 大介教授、退職により就任辞退。
倍 和博教授、新しく科目を担当することになり2024年4月就任。
別宮 玲教授、開講クラス増加により科目追加。
井下 佳織准教授、担当科目の科目削除、及び科目追加。
江島 顕一教授、准教授から教授に昇格ならびに科目追加。
土田 尚弘准教授、担当者変更により科目削除。
福田 誠准教授、開講クラス増加により科目追加。
横田 理宇准教授、科目追加。
新井 優太准教授、助教から准教授に昇格ならびに開講クラス増加により科目追加。
冬月 律准教授、新しく科目を担当することになり2024年4月就任。
豊嶋 建広講師、新しく科目を担当することになり就任。
熊野 留理子教授、新しく科目を担当することになり就任。
大澤 義明教授、科目追加。
大野 正英教授、担当者変更により科目削除。
小高 新吾教授、科目追加。
小野 宏哉教授、担当者変更により科目削除。
川久保 剛教授、科目追加。
河野 洋教授、科目追加ならびに担当者変更により科目削除。
小塩 篤史教授、科目追加。
宗 健教授、開講クラス増加により科目追加。
田中 俊弘教授、担当者変更により科目追加。
千葉 庄寿教授、開講クラス増加により科目追加。
津村 幸治教授、担当者変更により科目削除。
松島 正明教授、開講クラス増加により科目追加。

岩澤 知子教授、新しく科目を担当することになり就任。
古森 義久教授、新しく科目を担当することになり就任。
織田 邦男教授、新しく科目を担当することになり就任。
森川 嘉之教授、新しく科目を担当することになり就任。
大久保 俊輝教授、新しく科目を担当することになり就任。
永田 和之教授、新しく科目を担当することになり就任。
塚田 義典准教授、新しく科目を担当することになり就任。
邵 肖偉准教授、科目追加ならびに担当者変更により科目削除。
須永 大介准教授、科目削除。
陳 寅准教授、科目追加ならびに担当者変更により科目削除。
内藤 知加恵講師、准教授から講師に変更ならびに科目削除。
橋本 富太郎教授、准教授から教授に昇格。
藤野 真也准教授、科目追加ならびに科目削除。
宮下 和大教授、准教授から教授に昇格ならびに担当者変更により科目削除。
花田 太平准教授、担当者変更ならびに開講クラス増加により科目追加。
モーガン ジェイソンM.准教授、科目追加。
佐藤 裕視講師、担当者変更により科目追加。
Grimaldi, Alessandro講師、逝去により就任辞退。
Tang, Kevin講師、退職により就任辞退。
内野 岳講師、2024年4月就任。
McTaggart Ferghal講師、新しく科目を担当することになり就任。
Bolger Stephen Peter講師、新しく科目を担当することになり就任。
Mazorodze  Timothy講師、新しく科目を担当することになり就任。
秋山 千亜紀准教授、開講クラス増加により就任。
吉原 啓講師、新しく科目を担当することになり就任。
濱野 英巳講師、新しく科目を担当することになり就任。

・ 認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。原則としてＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

・ ＡＣ教員審査の結果、「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。
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（注）・　大学設置基準別表第一、短期大学設置基準別表第一イ、高等専門学校設置基準第六条第二項及び第三項又は第四項

により算出される専任教員数を記入してください。

・ 高等専門学校の場合、「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授数」欄は「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授・准教授数として、

高等専門学校設置基準第八条により算出される必要教授・准教授数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、

教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、

「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、

［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、

「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= - ％
0

［  0　］

0

［  0　］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

(2) (14)

1 15

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

「連係協力学部等（連係協力学科）」の専任教員数について、「（２）-① 設置基準上の必要専任教員数」及び「（２）-② 専任教員等数【大学】」を

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

0

［　1　］ ［　4　］ ［　0　］ ［　1　］ ［　6　］

8 9 0 3 20

［　1　］ ［　1　］

8 6 0 1 15

(7) 0

14 7

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

（注）・　計画の区分が「学部等連係課程実施基本組織（学科連係課程実施学科）の設置」の場合、大学設置基準第四十二条の三の二（短期大学設置基準第三条の二）に基づく

連係協力学部等（連係協力学科）ごとに別ファイルで作成してください。

　（２）－②　専任教員等数【大学・高専】

計
（Ｄ）

7 5

歳 名 名

年齢構成

0

　（２）－③　年齢構成

0 2 14
8 6

［　1　］ ［　1　］ ［　0　］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

(5)

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
15

0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
15
14

= 107.14 ％

教　授 准教授 講　師 助　教
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

・ 令和６年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

辞任等の理由

科目

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

0

選択

必修

選択

自由自由 0

7 0

0必修 0 科目

選択

①の合計数（a）

科目

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

0 自由 0

必修

選択

自由

科目

計

必修

自由

0

0 選択 00 科目

0 科目

職　位

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

後任補充状況の集計（Ｇ）

0

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

1

該当なし

番　号

必修

科目

後任補充状況担当予定科目

自由自由

計 計

選択

必修

（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

選択

①

①

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

R6.3退職のため就任辞退（６）

担当予定科目

教授 R6.3鈴木　大介

会計学

１

0

人

職　位 専任教員氏名

簿記原理

ゼミナールⅣ

計

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

③の合計数（c）

辞任等した教員数

「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員について、記入してください。

0

7 選択

必修

0

自由 0

計 7 科目 計 7 計 0

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

人

0

③の合計数（c）

0 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 0 科目 必修

0 選択

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 00

　（３）－⑤　令和５年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

科目 計

必修

（３） 専任教員辞任等の理由

「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

7

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

7 0

必修・選択・自由の別

必修・選択・自由の別

合計（Ｆ）

選択

①

選択

7

0

・ 「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

・ また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

選択 ゼミナールⅢ ①

選択 財務会計論 ①

選択 ゼミナールⅠ ①

選択 ゼミナールⅡ ①

選択 7

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

選択

必修

科目 選択

②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択

③の合計数（c）

・ また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

1 人

0自由

0

自由 0 科目 自由 0 自由

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 7.14 ％
1
14

0

1
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

該当教員からは就任予定時期の半年前に退職の申し出があったが、その後速やかに後任者を探し始めたことで、該当教員が担当予定であっ
た全科目を担当できる後任を見つけることができた。
そのため学生の履修等に影響はなく、開設年度を迎えることができた。

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

該当なし

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員について、記入してください。

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

自由 0

・ また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a）

必修 0 科目 必修

合計

選択 0 選択 0

②の合計数（b） ③の合計数（c）
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区 分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和６年）

以下のとおりに記載してください。

【令和５年度報告書から記載内容に変更がある場合】

令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び

「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

【令和５年度報告書から記載内容に変更がない場合】

令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）（６）」と記載してください。

【令和６年度から新たに調査対象となった学科等又は令和５年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】

「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

・ 「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。

その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。

・ 「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

具体的に記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

・ 認可時または届出時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

・経済学部経営学科の
収容定員超過の是正に
努めること。

【認可】
遵守事項

履行中

履　行　状　況

経営学科の昨年度入学定員超過率
が1.47倍だったが、今年度は1.21
倍に是正した。（今年度より経営
学部として設置）

次年度は経営学部の入学定員を増
やす事により更なる入学定員の是
正に努めていく。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし

　設置している。

②2024年度シラバスの改訂について

③授業改善アンケート春セメスターの報告

④2024年度システム変更に伴う抽選科目の選定方法について

　ｂ　実施方法

　4月27日に学内にて、2023年度採用者および2022年度9月着任者を対象に開催。

・第4回FD委員会

①2024年度のFD体制について

① 実施体制

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　新任教員についても本学の建学の理念や教育方針に関する理解を深め、教育、研究活動に活かすことができた。

　・第1回FD委員会　2023年6月1日　 参加者：20人

②授業改善アンケート秋セメスターの報告

●新任教員研修会

　学長より、建学の理念や中期目標、副学長（教育担当）より本学の教育の現状、教育目標、FDの取組、副学長

（国際・学生担当）よりグローバル教育や学生支援体制等、副学長（研究）より研究について説明、懇談を行った。

・第3回FD委員会　2023年11月2日　参加者：17人

①2023年度の活動内容について

②生成系AIに関する学生向けガイドラインの策定について

③授業改善アンケート2022年度のまとめについて

④授業改善アンケート2023年度実施スケジュールについて

①新教務システムの概要について

・第3回FD委員会

・第2回FD委員会

①教職員のための自殺予防研修会の実施について

７　その他全般的事項

＜経営学部　経営学科＞

（１） 設置計画変更事項等

　ａ　実施内容

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　外国語学部2名、経済学部3名、国際学部2名、全学7名の計14名が参加した。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

・第1回FD委員会

② 実施状況

・第2回FD委員会　2023年8月24日　参加者：16人

・第4回FD委員会　2024年3月21日　参加者：19人

　ａ　委員会の設置状況

　　学長を委員長とし、副学長、学長補佐、学部長、各学部からのオブザーバ－の教員を委員とし、全学FD委員会を

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）
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勉強会を実施することができた。

　ａ　実施内容

●SD研修会

　ａ　実施内容

　外部講師を招いて、職員を対象に職員（職場）間のチームワーク、帰属意識、学生支援の向上を目指し、事前課題や

ワークを取り入れながら、対面・オンデマンド（後日視聴）で開催した。

　対面・オンデマンド（後日視聴）方式。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　第1回：5月21日（火）テーマ「麗澤モチベーション・マネジメント」：職員53名参加

　第2回：6月20日（木）テーマ「プロ・学生支援力」（予定）

　第3回：7月25日（木）テーマ「シン・大学ビジネス力」（予定）

　授業評価アンケートについては、以下の時期に実施した。

　教員には委託業者より分析結果（科目別集計、学部別集計、全体集計、科目別自由記述）が送付された。

②2024年度シラバス作成について

　12月14日（木）①2024年度新ポータルシステムについて

第2部　①情報教育システムの更新について

②新ポータルシステムについて

③2024年度に向けた情報教育システムの変更について

　11月23日（木）教職員のための自殺予防セミナー

　3月21日（木）第1部 ①情報教育システムの更新について

②データサイエンス科目について

　2月8日（木）第1部　①麗澤高等学校通信制に学ぶ

②本学の高大連携の取り組みの報告

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　学生には大学ホームページに掲載し、公開している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｂ　実施方法　

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　職員間の意見交換、情報交換の活発化を図り、学内の課題の共有等を進めることができた。

③ 学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

 1クオーター：5/31～6/6、2クオーター：7/12～7/25、3クオーター：11/7～11/13、4クオーター12/19～12/20

●FD勉強会

　ａ　実施内容

オンラインにて開催。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　2022年度に引き続き、月1回の全学教員懇談会を開催した。

　毎回80名前後の参加者があった。

　教職員のための自殺予防セミナー、2024年度の情報教育システム更新、学生のメンタルケアなど、必要なテーマに沿って

●全学教員懇談会

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　教員間の意見交換、情報交換の活発化を図り、学内の課題の共有等を進めることができた。

　ｂ　実施方法　

オンラインにて開催。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

④新教務システムについて

③新校舎iStudioの活用について

・第3回FD勉強会　2024年2月8日　参加者：126人

・第4回FD勉強会　2024年3月21日　参加者：117人

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　ｂ　実施方法　

・第1回FD勉強会　2023年10月26日　 参加者：74人

・第2回FD勉強会　2023年12月14日　参加者：100人
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（３） 教育課程連携協議会に関する事項

※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔 有 ・ 無 〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔 〕

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　ｃ　公表方法 〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○ 設置計画履行状況報告書（令和６年度）

　ｂ　公表方法

・大学ホームページ上に公開予定（令和６年８月末を予定）

なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

③ 認証評価を受ける計画

と認定された。次回認証評価は、2028年度に機関別認証評価を受ける予定。

・2021年度に大学機関別認証評価を受け、「日本高等教育評価機構が定める大学評価基準に適合している」

また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

含めて記入してください。

の学習に適合しているかどうかをより明確に審査した。

② 自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

・自己点検・評価の結果は『麗澤大学年報』に取りまとめ、令和６年７月末　公表（予定）

・本学部設置の趣旨・目的およびその教育内容を入試要項、ホームページ等で分かりやすく紹介した。

入学者選抜の段階から、提出された書類の審査や口頭試問を実施することによって、学部で

（４） 自己点検・評価等に関する事項

該当なし

① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見
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麗澤大学委員会規程 

昭和 62 年 4 月 1 日制定 

令和 6 年 4 月 1 日最近改正 

(目的)  

第 1 条 この規程は、麗澤大学学則第 13 条第 2 項の規定に基づき、本学に設置する委員会

に関する総括的事項について定めることを目的とする。 

 

 (委員会の種類)  

第 2 条 本学に設置する常設の委員会は、次のとおりとする。 

(1) 学生委員会 

(2) 自己点検・認証評価委員会 

(3) FD 委員会 

(4) 入学試験委員会 

(5) 教員倫理委員会 

(6) 紀要編集委員会 

(7) 寮教育委員会 

(8) 教員利益相反防止委員会 

(9) 発明審査委員会 

2 臨時の委員会は、必要に応じ学長が設置するものとする。 

 

 (任務・業務)  

第 3 条 委員会は、学長の諮問に答えるとともに、必要事項の立案及び実施に当たる。 

2 委員会は、本学の規程、並びに中期計画及び当該年度の事業計画に基づき、業務を実施

する。 

 

 (構成・委嘱・任期)  

第 4 条 委員会は、委員長並びに委員をもって構成する。ただし、必要に応じて副委員長を

置くことができる。 

2 委員長、副委員長及び委員は、学長がこれを委嘱する。 

3 委員長、副委員長及び委員の任期は 1 年とし、毎年 4 月 1 日付けで委嘱する。ただし、

再任を妨げない。 

  

(委員長・副委員長)  

第 5 条 委員長は、委員会を主宰するとともに、学長の諮問事項について、答申及び報告の

義務を負う。 

2 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代行する。 



 第 6 条 削除 

 第 7 条 削除 

  

(事務の所管)  

第 8 条 この規程に関する事務は、大学事務局大学総務課が所管する。 

  

(規程の改廃)  

第 9 条 この規程の改廃は、大学執行部会議の意見を聴取した後、学長がこれを定める。 

  

附 則 

1 この規程は、昭和 62 年 4 月 1 日から施行する。 

2 この規程は、平成 2 年 4 月 1 日から改定施行する。 

3 この規程は、平成 4 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、次の規程は、廃止する。  

 (1) 運営会議規程(昭和 62 年 4 月 1 日施行) 

 (2) 企画常任委員会規程(昭和 62 年 4 月 1 日施行) 

 (3) 規程委員会規程(昭和 62 年 4 月 1 日施行) 

 (4) 留学生制度検討委員会規程(平成 2 年 4 月 1 日施行) 

4 この規程は、平成 5 年 4 月 1 日から改定施行する。 

5 この規程は、平成 6 年 4 月 1 日から改定施行する。 

6 この規程は、平成 6 年 7 月 16 日から改定施行する。 

7 この規程は、平成 7 年 4 月 1 日から改定施行する。 

8 この規程は、平成 9 年 4 月 1 日から改定施行する。 

9 この規程は、平成 12 年 4 月 1 日から改定施行する。 

10 この規程は、平成 14 年 4 月 1 日から改定施行する。 

11 この規程は、平成 15 年 10 月 1 日から改定施行する。 

12 この規程は、平成 16 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学同和教育推進委員会規程、麗澤大学安全衛生委

員会規程及び麗澤大学奨学生委員会規程は廃止する。  

13 この規程は、平成 16 年 6 月 1 日から改定施行する。 

14 この規程は、平成 17 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学特別教育活動委員会細則は、廃止する。  

15 この規程は、平成 18 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学図書館委員会細則、麗澤大学紀要等編集委員会

細則、麗澤大学就職指導委員会細則、麗澤大学入試制度検討委員会細則及び麗澤大学麗澤教

育編集委員会細則は、廃止する。  



16 この規程は、平成 20 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の道徳科学教育委員会細則は、廃止する。  

17 この規程は、平成 22 年 4 月 1 日から改定施行する。 

18 この規程は、平成 23 年 4 月 1 日から改定施行する。 

19 この規程は、平成 24 年 4 月 1 日から改定施行する。 

20 この規程は、平成 25 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学 I-Lounge 委員会細則は、廃止する。 

21 この規程は、平成 27 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学広報戦略委員会細則、麗澤大学ホームカミング

デイ委員会細則、麗澤大学社会的責任推進委員会細則、麗澤大学寮教育委員会細則及び麗澤

大学出版会運営委員会細則は、廃止する。 

22 この規程は、平成 29 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学教職課程委員会細則は、廃止する。 

23 この規程は、平成 30 年 4 月 1 日から改定施行する。 

24 この規程は、平成 30 年 10 月 1 日から改定施行する。 

25 この規程は、令和元年 6 月 13 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学学生委員会細則、麗澤大学自己点検委員会細則、

麗澤大学教育課程委員会細則、麗澤大学 FD 委員会細則、麗澤大学入学試験委員会細則、麗

澤大学教員倫理委員会細則、麗澤大学紀要編集委員会細則、麗澤大学留学・国際交流委員会

細則及び麗澤大学寮教育委員会細則は廃止する。 

26 この規程は、令和 2 年 4 月 1 日から改定施行する。 

27 この規程は、令和 4 年 4 月 1 日から改定施行する。 

28 この規程は、令和 6 年 4 月 1 日から改定施行する。 
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